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夏季防災研修では、災害時に避難所

運営で何が必要でどんなことができ

るのかを考え、それぞれの役割を確認

し、実際にマンホールトイレの設置や

発電機の試運転をしたり、炊き出し用

のかまどを使用したりしました。実際

にやってみることにより、発災時に必

要なものや、足りないものの確認がで

きました。今後の備えを行い、より強

化していきたいと思います。 

また、地図上の児童生徒の居住地に

シールを貼って示し、どんな地域に住

んでいるのか、防災の視点で把握を行

うことができました。 

地域防災訓練参加に関するアンケートを実施しまし

た。参加が 36％、参加できなかったが 35％、訓練が実

施されなかったが 12％という結果になりまりました。 

保護者の皆様には、アンケートに御協力いただきあり

がとうございました。地域の防災訓練にはできる限り参

加することを心がけ、自分の身を守るためにできること

を行いましょう。 

10 月 25 日(水)、下校中に気象庁から南海トラフ地震臨時情報（調査中）が発表された

ことを想定し、本校教職員とスクールバス介助員との連絡体制の確認を行いました。トラン

シーバーでスクールバスと連絡をとり、車内の生徒の状況を確認しました。また、放課後等

デイサービス利用者や自主通学者の下校方法を確認して発災時にどの辺りにいるかの確認

や、どうすれば連絡を取ることができるのか等を考えました。 

今回の訓練から連絡手段に課題があることがわかりました。対応策を検討していきたい

と考えています。 
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